


古在豊樹氏（前千葉大学学長・環境健康フィールド科学センター教授）
'05年4月～'08年3月千葉大学学長。農学博士。学長任期中は学生の意見を取り入れ、

千葉大学の積極的な改革・改善を行う。幼い頃から農家に憧れ、動植物や土との触れ

合いを好み、それは今でも変わらない。研究活動に対して'97年日本農学賞や'02年

紫綬褒章などを授賞。また、中国国家外国専家局友誼賞（Friendship Award）、中国

昆明市科学技術賞を受賞するなど国際的にも社会的発展に寄与した顕著な功績が

認められている。 著書に『ALL YOU NEED IS GREEN』（講談社）、『「幸せの種」はきっと

みつかる』（祥伝社）がある。

次原悦子氏（PR会社サニーサイドアップ代表取締役社長）
'85年、母と共にPR会社として同社を設立。中田英寿や北島康介を初めとしたスポーツ
選手のマネジメント事業も展開。「貧困をなくそう」という意思表示のシンボルとして、

ホワイトバンドの活動を日本で広めたことでも知られる。著書に古在豊樹との共著

『ALL YOU NEED IS GREEN』（講談社）、『NAKATAビジネス』(講談社)など。

松尾貴臣氏（シンガーソングライター・株式会社こころざし音楽工房代表）
"西千葉のアイドル"の愛称で親しまれるシンガーソングライター。千葉大学大学院を

卒業後、西千葉を拠点に全国展開を行う。病院、施設、各種シンポジウム等様々な場所・

分野で活躍中。環境保全にも積極的に取り組み、2008年千葉県「地球温暖化防止と

生物多様性保全」推進きゃらばん隊イメージキャラクター就任。１stアルバム『ハッピー

ソングス』発売中。
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　本シンポジウムの目的は地球環境問題や世界の貧困問題に対して、一人ひとりが「自分にも何かできる！」
という意識を向上させ、主体的にこの問題に取り組む人材を増やすことです。
　G8洞爺湖サミットでも主要議題となるほど、これらの問題の解決は全世界の人類にとって緊急の課題
です。千葉大学地球福祉研究センターは、その解決を目指し研究・教育・実践を行うため、2006年10月に
設立されました。
　これまで当センターは3回の国際シンポジウム、5回の研究セミナーを開催する一方、グローバルタックス
研究会と共催で3回のセミナー、9回の研究会を開催してきましたが、このたび地球福祉研究センター設立
にご尽力いただいた古在豊樹教授と、当センターの活動にご協力いただいている次原悦子（株）サニー
サイドアップ代表取締役社長が執筆された『ALL YOU NEED IS GREEN（碧こそはすべて）』が出版された
ことを記念して、シンポジウムを開催します。
　このシンポジウムは学生が中心となり運営しています。学生委員会は、皆様に千葉大学が地球規模問題
の解決に真剣に向き合っている姿勢を感じ取って頂きたいと思い活動してきました。学生にだってできる
ことがあります。
―皆さんも「なにかできること」、探してみませんか。


